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■ 未来教育 - 7 つのビジョン 

1.  ビジョンとゴールを自己決定できる人 

2.  そのために「何が必要か」を考えられる人 

3.  自ら林檎（知識・情報）へ手を伸ばす人 

4.  確かな林檎（知識・情報）を手に入れられる人 

5.  世の中を俯瞰し・自らを客観的に見る立ち位置 

6.  事実・根拠ある情報をもとに思考、行動できる人 

7.  他者に役立つアウトカムを生める人 

 

 

 

    未来教育-プロジェクト学習 

未来教育-プロジェクト学習とは、Project の考え方をベースにポートフォリオ・ 

対話コーチングを統合させ「意志ある学び」を実現する次世代教育 
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■ 未来教育-プロジェクト学習                  

プロジェクト学習とは、プロジェクトベースで向かう学び（Project Based Learning）  

Pro-ject‥ビジョンやゴールを未来へ描き、そこへ向かう学び 

夢を現実にする力が身につく 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【プロジェクト】よき未来へ向かう 

□ ビジョン（目的）とゴール（目標）の存在 

□ ミッションを胸に未来へ向かう 

□ 新たな価値を生み出す 

 

【プロジェクト】は、現実をよくする 

□ 現実直視してありたい未来を描く 

□ 現実とありたい状態のギャップ＝「課題」を見出す 

□ 現実へ課題解決策を提案する 
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■ プロジェクト学習（PBL）の基本フェーズ         

プロジェクト学習には基本的なフェーズ展開があります。[準備]のフェーズでは現実を見て課題発見を、[ビジョン・ゴー
ル]のフェーズでは目標設定力を身につけ [計画]ではゴールのために必要な情報やすべきことを戦略的に考え工程表を作成
します。 [情報・解決策]では、情報を手に入れ課題解決策を考え出します。 [制作]では課題解決を構築的にビジュアル表
現します。 [プレゼンテーション]では、聞き手が納得する コミュニケーション力や知の共有の仕方を、[再構築]では、プ
レゼンの際に得た、 フィードバックを取り入れさらに良くしていく改善力を、[成長確認]ではポートフォリオでふり返り
成長した自分を自覚し、次へのモチベーションを高めます。 
ゴールへ向かうプロセスで人間的な成長をも叶えます。 
 
 
        ＜図：プロジェクト学習のフェーズと⾝につく⼒＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
■展開の基本コンセプト：Co-Creation（共創） 
【マイルストーン＝フェーズ】フェーズごとに、チームを超え、プレゼン（共有）しあう。互いにアイディア・アドバイ
ス・ひらめき‥触発、知的刺激‥また【普遍性】を見出す。【コラボレーション】【Co-クリエーション】＜省略＞ 
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‥現実からの「課題発見力」 
‥目的・目標を決定する力 

‥すべきことを自ら考える力 

‥情報獲得力・課題解決力 

‥共創力・ビジュアル表現力 

‥コミュニケーション力 

‥受容・再構築 

‥自信・未来志向 

【フェーズ】   [身につく力] 

他者に役立つ 

知のアウトカム 
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■PBL の基本フェーズ‥「活動」と「身につく力」  
        
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          part.2      ＜PBL マトリックス＞                     

思考・対話 

思考・対話 

思考・対話 

思考・対話 

思考・対話 

思考・対話 

 ゴールへの軌跡 Portfolio で一元化  
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■『 PBL マトリックス』の構成      
「PBL マトリックス」 は、プロジェクト学習（PBL）の各フェーズに対応する対話コーチングや AI 活用を組み込ん

だ実践的な学習フレームワーク です。 

「A 基本フェーズ」にはプロジェクト学習（PBL）の基本フェーズ展開における活動、そこで身に
つく力、そのための対話コーチングを記載しています。 
「B ポートフォリオの中身」の「1）『情報・思考』」には、このフェーズで手に入れる必要がある
「情報や知識」それをもとに考えたり気づいたりする視点。  
「B ポートフォリオの中身」の「2）『AI 活用』とプロンプト」には、このフェーズにおけるAI 活
用の例とそのプロンプト（指示）例を記載しています。 
「C 学校シーン」には、学校のそのようなシーン（教科や活動）でこの PBLやフェーズ展開が活き
るのかという事例を記載しています。 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PBL マトリックス™ は、未来教育プロジェクト（https://suzuki-toshie.net/）が開発した プロジェクト学習の実践フレームワーク です。 
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A 基本フェーズ 
1）活動 
2）身につく力 
3）対話コーチング 
 

B ポートフォリオの中身    
1）『情報・思考』 
2）『AI活用』とプロンプト 
 

C 学校における 

  該当シーン 
小・中・高校など 
探究学習・教科学習・特別活動 
 


